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み
ん
な

　

楽
し
く

　
　

手
話
講
座

　
東
近
江
市
で
は
、
日
野
町
、
竜
王
町
と

合
同
で
、
５
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
、
23

回
連
続
の
手
話
講
座
を
開
催
し
、
24
人
が

受
講
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
９
日
㈬
の
講
座

で
は
、
大
森
真
佐
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
受
講
者
が
手
話
で
１
分
間
ス

ピ
ー
チ
。
ス
ピ
ー
チ
が
終
わ
る
と
気
に

な
っ
た
点
な
ど
を
講
師
に
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

　

次
に
演
習
。
こ
の
日
は
、「
あ
な
た
は
便

秘
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
便
秘
解
消
に

は
・
・
・
」
と
い
う
例
文
を
基
に
二
人
一

組
に
な
っ
て
互
い
に
手
話
を
教
え
合
い
ま

し
た
。
講
師
の
大
森
さ
ん
は
、「
手
話
に
こ

だ
わ
り
す
ぎ
ず
、
い
ろ
ん
な
表
現
が
あ
っ

て
よ
い
。
顔
の
表
情
も
意
識
し
て
、
手
話

を
知
ら
な
い
人
に
で

も
気
持
ち
が
伝
わ
る

よ
う
に
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
手
話
を
学

ぶ
人
を
対
象
と
し
た

体
験
講
座
も
来
年
５

月
に
開
講
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

憩
い
の
場　

手
話
サ
ロ
ン

　

毎
月
第
３
水
曜
日
の
午
後
０
時
20
分
か

ら
午
後
０
時
50
分
ま
で
、
市
役
所
本
館
ロ

ビ
ー
で
手
話
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
10
月
は
16
日
㈬
に
開
催
さ
れ
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
田
中
佳
美
さ
ん
は
、「
自
分

の
知
り
た
い
手
話
を
教
え
て
も
ら
え
る
楽
し

い
サ
ロ
ン
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

12
月
の
開
催

日
は
18
日
㈬
で

す
。
皆
さ
ん
、
一

度
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

手
で
話
し
、
目
で
聴
く
言
葉

　　

講
演
会
な
ど
に
行
っ
た
時
、
ス
テ
ー
ジ

上
で
講
演
し
て
い
る
人
の
隣
で
手
話
を
し

て
い
る
人
（
手
話
通
訳
、
写
真
①
）
や
講

演
し
て
い
る
人
の
話
の
内
容
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
光
景
（
要
約
筆

記
、
写
真
②
）
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
こ
れ
ら
は
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人

に
そ
の
内
容
を
伝
え
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

市
内
に
は
、
聴
覚
障
害
（
平
衡
機
能
障

害
を
含
む
。）で
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
が
３
３
７
人
い
ま
す
。
聴
覚
に

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、
手
話
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
大
切
な
ツ
ー

ル
の
一
つ
で
す
。

　

今
回
は
、
手
話
を
学
ぶ
人
や
、
手
話
を

使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
皆

さ
ん
を
紹
介
し
な
が
ら
、
手
で
話
し
、
目

で
聴
く
（
見
る
）
言
葉
で
あ
る
手
話
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

市内で障害者手帳を所有している人
（令和元年11月１日現在）

身体障害者手帳を所有している人の
部位別内訳（令和元年11月１日現在）

※手話や筆談のほかに、口の
動きを読み取る「口話」、身ぶり、
手ぶりで伝える手段もあります。

　
小柳貞行さん

 
手
話
で
伝
え
よ
う
！
つ
な
が
ろ
う
！

　
　
～
自
分
の
思
い
が
伝
わ
る
ま
ち
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～
　

特 　集

手話サロン
毎月第３水曜日 （12：20～12：50）
市役所本館ロビーで開催中 !

（申込み不要、時間内参加自由）

　　　　　　　　 　職場に耳の聞こえない人が入社さ
　　　　　　　　　れコミュニケーションを取りたいと
　　　　　　　　　思い手話講座の受講を始めました。
　手話を覚えることは大変ですが、自分の手話を理解し
てもらえるとうれしいです。これからも手話を通じて、自
然体でコミュニケーションを図っていければと思います。

交流しながら 互いに学び合う

  自然なかたちで
      コミュニケーションを

手話でコミュニケーション

スマートフォンを使った筆談

「待ってます」の手話

手話通訳者の
　藪下さん（左）と澤さん

私たち、東近江市の
 専任手話通訳者です

　
市役所窓口での手

話通訳はもちろん、病
院や学校、自治会など
にも依頼があれば手話
通訳に出向きます。
　手話や要約筆記に関
しての 相 談 があ れ ば、
私たちが応対します。
　障害福祉課までお気
軽に問い合わせてくだ
さい。

①

②②

合計
6,388人

身体障害者身体障害者

  
手帳手帳 4,368人4,368人

療育手帳療育手帳
    1,247人1,247人

精神保健精神保健
　福祉手帳　福祉手帳
 　773人 　773人

合計
4,368人内部内部

1,301人1,301人
肢体不自由肢体不自由
2,435人2,435人

視覚視覚
246人246人

聴覚平衡聴覚平衡
337人337人

音声
49人

　大森真佐子さん

　私は、生まれつき耳が聞こえず、聾
ろう

学校に
通い手話を覚えました。普段の生活では手話
や筆談などでコミュニケーションを図っていま
す。
　しかし、耳が聞こえないことで困ったことも
少なくありません。例えば、事故で電車が遅れ
ていても、アナウンスが分からず、ずっとホーム
で待っていたこともあります。２軒隣で火事が
発生した時にも気付かず、家の中にいて危険を
感じたこともありました。
　手話ができる人が増えれば、耳の聞こえない人が暮らす環境が改善
できると考え、10年以上前から手話講座の講師を務めています。手話
講座を通じて、受講生と手話でコミュニケーションを図れるようにな
ることに喜びを感じています。
　また、幼少期から手話に関心を持ってもらおうと市内の小学校へ出
前講座にも行っています。
　手話での交流を広げていくため、今後もこうした活動を続けていき
たいと思います。
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■記号の説明・・・ ＝日時　 ＝場所　 ＝定員　 ＝持ち物　

　　　　　　　　　 ＝申込み　 ＝問合せ　 ＝ IP電話　 ＝ファクス

は
じ
め
ま
し
ょ
う

　
　
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

　

滋
賀
県
で
は
、
障
害
の
有
無
に
よ
り
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
に
そ

の
人
ら
し
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
と
も

に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に

『
滋
賀
県
障
害
者
差
別
の
な
い
共
生
社
会
づ

く
り
条
例
』
が
今
年
度
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法

で
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
民
間
事
業
者

や
個
人
の
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
に
つ

い
て
、
差
別
解
消
の
取
組
を
一
層
進
め
る

た
め
義
務
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は
、
障
害

の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求
め
る

意
思
の
表
示
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

配
慮
す
る
側
の
負
担
が
重
た
く
な
ら
な
い

程
度
に
配
慮
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
へ
の
一
例
と
し

て
は
、
手
話
で
の
会
話
を
求
め
ら
れ
て
も

手
話
が
で
き
な
い
と
き
は
筆
談
で
応
じ
た

り
、
身
振
り
手
振
り
な
ど
で
伝
え
た
り
す

る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
飲
食
店
な
ど
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー

や
商
品
の
表
示
を
写
真
な
ど
を
活
用
し
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
、
盲
ろ
う
者
の

お
客
様
に
手
の
ひ
ら
に

手
書
き
文
字
を
書
く
な

ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
工
夫
し
た

り
す
る
こ
と
で
す
。

■
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

費
用
を
助
成

　

滋
賀
県
で
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
た
め
、
お
店

な
ど
民
間
事
業
者
や
自
治
会
な
ど
地
域

の
団
体
が
、
障
害
の
あ
る
人
に
必
要
な

合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
た
め
に
か
か

る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

点
字
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
の
作
成
や
筆
談

ボ
ー
ド
、
折
り
た
た

み
式
ス
ロ
ー
プ
な

ど
の
物
品
の
購
入

な
ど
が
助
成
の
対

象
で
す
。

　

　

詳
し
く
は
、
滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉

部
障
害
福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

☎
０
７
７
‐
５
２
８
‐
３
５
４
１

０
７
７
‐
５
２
８
‐
４
８
５
３

　　

私
た
ち
一
人
一
人
の
配
慮
と
気
遣
い

が
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も

に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
上
で
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
を

は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
笑
顔
で

　
　
　

暮
ら
せ
る
よ
う
に

　

今
回
は
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
手
話
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

そ
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
以
外
に
も
、

手
や
足
の
機
能
に
障
害
の
あ
る
人
、
心

臓
や
腎
臓
な
ど
身
体
の
内
部
に
障
害
の

あ
る
人
、
相
手
の
話
の
内
容
が
つ
か
め

ず
周
囲
に
う
ま
く
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
っ
た
障
害
の
あ
る
人
な
ど
、

障
害
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
の
特
性
に
よ
り
、
障
害
の
あ

る
人
へ
の
支
援
の
仕
方
も
違
っ
て
き
ま

す
。

　

社
会
全
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
対

し
て
正
し
く
理
解
し
、
合
理
的
配
慮
の

提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
障
害
の
あ

る
人
が
直
面
す
る
社
会
的
障
壁
を
取
り

除
き
、「
誰
も
が
健
や
か
に
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

障
害
福
祉
課

☎
０
７
４
８
‐
24
‐
５
６
４
０

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
４
０

０
７
４
８
‐
24
‐
５
６
９
３

（
取
材
：
広
報
課　

片
山
晴
紀
）

福
祉
共き

ょ
う
い
く育
を
通
じ
て

　

東
近
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福

祉
共
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取

組
は
、
身
近
な
地
域
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
共
に
生
き

る
こ
と
の
大
切
さ
や
優
し
さ
を
学
び
、
お

互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
参
画
す

る
人
を
増
や
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

取
組
の
一
つ
と
し
て
、
福
祉
体
験
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、手
話
、点
字
、

車
椅
子
、
ア
イ
マ
ス
ク
、
盲
導
犬
、
シ
ニ

ア
体
験
な
ど
、
依
頼
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
出
前
講
座
で
す
。

　

11
月
６
日
㈬
、
御
園
小
学
校
４
年
生
を

対
象
に
「
出
前
講
座
東
近
江
市
手
話
チ
ー

ム
」
に
よ
る
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
の
体
験
談
を
聞
い

た
り
、
あ
い
さ
つ
の
手
話
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
と
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
講
師

の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
竹
村
乙い

つ
き希
君
は
、「
手
話
で
気

持
ち
を
表
す
こ

と
が
で
き
る
と

分
か
り
ま
し
た
。

手
話
は
少
し
難

し
か
っ
た
け
ど
、

こ
れ
か
ら
も
少

し
ず
つ
覚
え
て

い
き
た
い
で
す
」

と
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。

※
「
共
に
育
ち
合
う
」
と
い
う
意
味
を
込

め
て
、
東
近
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

「
共
育
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
福
祉
共
育
に
関
す
る
問
合
せ
　

東
近
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
０
７
４
８
‐
20
‐
０
５
５
５

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
１
１
２
５

０
７
４
８
‐
20
‐
０
５
３
５

会
話
が
始
ま
る
き
っ
か
け

　
　
　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
手
話

　

挨
拶
の
手
話
一
つ
で
も
会
話
が
始
ま
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
思
い
が
相

手
に
伝
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

挨
拶
の
手
話
は
、「
グ
ー
・
チ
ョ
キ
・
パ
ー
」

で
簡
単
に
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
「
東
近
江
」

の
手
話
も
一
緒
に
覚
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
お
は
よ
う
」　
　

「
こ
ん
に
ち
は
」　

「
こ
ん
ば
ん
わ
」　

「
東
近
江
」

　　　
　

TOPICS
2

TOPICS
１

知っていますか。「ヘルプマーク」知っていますか。「ヘルプマーク」

　障害者週間は、障害者福祉についての関
心と理解を深めるとともに、障害のある人
が社会、経済、文化そのほかあらゆる分野
の活動に積極的に参加する意欲を高めるた
めに設けられてい
るものです。
　この機会に障
害についての理
解を深め、人格
と個性を尊重し
支え合う「 共 生
社会」をつくっ
ていきましょう。

人格と個性を尊重し支え合う人格と個性を尊重し支え合う
12月３日から９日までは12月３日から９日までは

　　障害者週間障害者週間ですです　　

　「ヘルプマーク」は、義足や人工関節を使用している人、内部障害や難病の人、

聴覚に障害のある人など、援助や配慮を必要としていることが外見からは分から

ない人が、周囲の人に配慮を必要としていることを知らせるためのものです。

　「ヘルプマーク」を見かけたら、電車内で席をゆずったり、困っているようであれば声をかけた

りするなど、思いやりのある行動や気遣いをお願いします。

　「ヘルプマーク」が必要な人は、障害福祉課、保健子育て複合施設ハピネス、各支所または

滋賀県東近江健康福祉事務所の窓口までお越しください。

【昼の部】【昼の部】

毎週木曜日
10:00～12：00

八日市コミュニティセンター

毎週水曜日
20:00～21:30

福祉センター　ハートピア
（今崎町）

能登川「ほのぼの」能登川「ほのぼの」

毎週水曜日
10:00～12：00

能登川コミュニティセンター

活動日

活動場所

能登川「手と手」能登川「手と手」

第１・２・３木曜日
19:30～21：30

能登川コミュニティセンター
活動場所

毎週水曜日（第５週は休）
20:00～21：00

長峰コミュニティセンター
（宮川町）

活動日

活動場所

蒲生「ひまわり」蒲生「ひまわり」八日市「ノアの会」八日市「ノアの会」

【夜の部】【夜の部】

活動日

活動場所

活動日

活動場所

　※活動日や場所に変更がある場合があります。詳しくは、事前に障害福祉課まで問い合わせてください。

活動日

グーグー

チョキチョキ

パーパー

「協力・支援」の手話

上から下へ

グルッと回す

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K
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